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広島市の概要（2025.04末時点）

❚ 人口
1,170,378人
(うち) 外国人
23,710人(約2.1％)

❚ 世帯
586,844世帯

❚ 保健所 (保健所) 
1か所
(8保健センター)

広島県全体の43％

中国・四国地方ブロック拠点病院
★

広島市立病院機構広島市立広島市民病院

広島大学病院

広島県立病院機構県立広島病院

（広島市勢要覧令和６年版（2024年版）より抜粋）
2

（広島県HPより抜粋）

広島県

★
★



広島市のＨＩＶ感染症発生状況等

広島市における過去１０年のエイズ患者･ＨＩＶ感染者報告件数の推移
（件）

（年）
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広島市のＨＩＶ感染症発生状況等

広島市における過去１０年のエイズ患者･ＨＩＶ感染者年齢階層別の報告件数
（件）

（年齢階層）
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広島市における過去１０年のＨＩＶ抗体検査実施件数の推移
（件）

（年）
5

広島市のＨＩＶ感染症発生状況等
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広島市におけるHIV現状の現状と課題
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広島市のＨＩＶ感染症発生状況等

❚ 現状
◎ 新規HIV感染者等の報告件数は下げ止まり
◎ いきなりエイズ率が全国平均と比較するとやや高い 約４０%（全国平均:約３３ %）
◎ 新規感染者等の約６０％は３０歳代以下
◎ 検査件数は新型コロナウイルス感染症の影響により減少したが、

流行以前の水準まで回復している。

◎ 保健所におけるHIV抗体検査の利便性向上
◎ 若年層、ハイリスクグループを対象とした正しい知識・保健所抗体HIV検査の普及

❚ 課題



エイズ対策に係る取組
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ＨＩＶ抗体検査の受検者の利便性向上

１ ２通常検査と併せて夜間検査を実施 オンライン予約サイトを開設
（令和６年度から）

【通常検査】
週１
または

隔週で実施

【夜間検査】
隔週で実施
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ＨＩＶ検査普及週間、世界エイズデーにおける取組

１ 若年層がアクセスしやすい場所における臨時検査の実施
◎ 世界エイズデーでは広島県・NPO法人・臨床検査技師会4者共催で検査イベントを実施

◎ ホームページ、デジタルサイネージ、街頭啓発などを活用した普及啓発を実施

エイズ対策に係る取組
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ＨＩＶ検査普及週間、世界エイズデーにおける取組

２ NPO法人と連携したMSM層に向けた啓発
◎ HIV検査普及週間・世界エイズデーに合わせたアウトリーチ

頻 度:年２回
訪問時間:１８時から２時間程度
対象施設:市内のMSM層のコミュニティ（ゲイバーなど）

約２５施設

エイズ対策に係る取組



表 裏
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１ 二十歳を祝う集い（かつての成人祭にあたるもの）

若年層に向けた啓発

◎ 啓発ブースを設置し、来場者に対して啓発資材を配布

◎今年度より開催場所が変更され、資材の配布が禁止となったことを受け、
梅毒予防に関する啓発動画を作成し、保健所におけるHIV・梅毒検査の普及啓発を実施

エイズ対策に係る取組
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２ 学園祭や出張授業を活用した普及啓発

若年層に向けた啓発

◎ 啓発ブースを設置するとともに、来場者に対して啓発資材を配布

◎市内学校等からの求めに応じた性感染症予防に関する出前授業の実施

エイズ対策に係る取組



まとめ

❚ 保健所検査・相談体制の充実

❚ 外国人住民などへの多言語対応と周知方法の検討
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❚ NPO法人と連携したMSM層への啓発

継続した取組

今後の課題

❚ HIV感染症の正しい知識を広げるための効果的取組の検討



ご清聴いただきありがとうございました
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